
２
月
20
日
、
都
議
会
第
１
回

定
例
会
が
開
会
。
都
民
連
、
東

京
地
評
、
東
京
社
保
協
主
催
の

開
会
日
行
動
を
開
催
し
、
約
３

０
０
人
が
参
加
し
都
庁
前
で
の

ア
ピ
ー
ル
と
請
願
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

東
京
地
評
の
伊
藤
潤
一
議
長
は
、

中
小
企
業
の
支
援
や
医
療
・
福

祉
な
ど
都
民
生
活
を
応
援
す
る

都
政
に
転
換
す
る
よ
う
呼
び
か

け
ま
し
た
。
東
京
医
労
連
は

「
生
活
援
助
時
間
が
短
縮
さ
れ
、

利
用
者
に
寄
り
添
う
介
護
が
困

難
に
な
っ
て
お
り
、
介
護
保
険

制
度
の
緊
急
改
定
が
必
要
だ
」

東
京
土
建
は
、
公
共
工
事
の
品

質
向
上
と
中
小
業
者
の
経
営
の

安
定
に
つ
な
が
る
公
契
約
条
例

の
早
急
な
制
定
を
。

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
は
「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
計
画
に

異
議
あ
り
」
な
ど
の

発
言
が
あ
い
つ
ぎ
ま
し
た
。

激
励
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

日
本
共
産
党
清
水
ひ
で
子
都
議

は
、
「
猪
瀬
知
事
の
新
年
度
予

算
案
は
、
巨
大
開
発
を
最
重
点

と
す
る
石
原
前
都
政
を
継
承
す

る
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
福
祉
・

雇
用
、
中
小
企
業
対
策
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
声
を
都
政
に
届
け

る
た
め
に
全
力
を
つ
く
す
。
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

2013年2月1日・3月1日合併号 東京社保協ニュース ＮＯ．２３４

1

１
月
31
日
、
第
43
回
総
会
を
け
ん
せ
つ
プ
ラ

ザ
東
京
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
、
21
団

体
53
人
37
地
域
１
０
０
人
な
ど
１
６
２
人
が
参

加
し
、
こ
の
間
の
各
団
体
・
地
域
で
の
取
り
組

み
の
報
告
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
た
た
か
い
の
総
括
と
「
憲
法
25

条
を
活
か
し
、
権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
制
度

の
確
立
と
安
心
し
て
く
ら
せ
る
東
京
を
！
」

「
地
域
住
民
の
要
求
に
寄
り
添
い
、
い
の
ち
、

く
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
を
広
げ
よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
運
動

方
針
と
た
た
か
う
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
「
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
」
の
具
体
化
と
「
消
費
税
の
増
税
」
「
生
活
保
護
基
準
の

切
り
下
げ
」
阻
止
、
憲
法
25
条
を
活
か
し
、
安
全
・
安
心
、
福
祉
の
東
京

へ
地
域
か
ら
運
動
を
広
げ

よ
う
の
総
会
ア
ピ
ー
ル
を

全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
総
会
に
先
立
ち
、

記
念
講
演
と
し
て
、
渡
辺

治
（
一
橋
大
学
名

誉
教

授
）
さ
ん
が
、
「

総
選

挙
・
都
知
事
選
の
結
果
か

ら
情
勢
を
ど
う
み
る
か
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
私
た

ち
が
今
後
ど
う
立
ち
向
か

え
ば
い
い
の
か
の
運
動
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
熱

く
語
ら
れ
ま
し
た
。

猪
瀬
新
知
事
が
約
１
時
間
の
所
信

表
明
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容

に
は
、
苦
し
い
都
民
の
生
活
を
支
援

す
る
施
策
の
提
案
は
無
く
「
日
本
の

沈
没
を
防
ぐ
の
は
東
京
し
か
な
い
」

「
時
代
遅
れ
の
規
制
を
撤
廃
」
な
ど

石
原
都
政
継
承
そ
の
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
自
助
・
互
助
を
強
め
「
社
会

保
障
制
度
改
革
推
進
法
」
の
具
体
化

を
強
調
す
る
な
ど
都
民
に
背
を
向

け
る
内
容
で
し
た
。【

前
沢
次
長
談
】

総会議長団（左から塚本さん、

西川さん、岸田さん）



東
京
社
保
協
第
43
回
総

会
は
、
松
丸
副
会
長
が
開

会
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

「
会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ

た
参
加
者
に
対
し
、
こ
の

間
の
各
団
体
地
域
で
の
奮

闘
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
都
議
選
や
参

議
院
選
挙
を
に
ら
ん
で
、

社
会
保
障
制
度
の
改
悪
を

許
さ
な
い
た
た
か
い
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

竹
崎
会
長
は
午
後
の
新

役
員
の
紹
介
と
あ
わ
せ
て

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

中
央
社
保
協
事
務
局
長

の
相
野
谷
安
孝
さ
ん
、
日

本
共
産
党
か
ら
は
小
池
晃

さ
ん
と
大
山
と
も
子
都
議

会
議
員
か
ら
連
帯
と
激
励

の
あ
い
さ
つ
を
う
け
ま
し

た
。
ま
た
、
神
奈
川
・
千

葉
・
埼
玉
の
県
社
保
協
、

福
士
敬
子
、
西
崎
光
子
都

議
会
議
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

前
沢
事
務
局
長
が
、
11

年
度
活
動
報
告
と
12
年
度

方
針
を
提
案
、
寺
川
事
務

局
次
長
か
ら
、
決
算
報
告

と
予
算
案
の
提
案
と
国
保

自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ

い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
討

論
に
入
り
ま
し
た
。
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東
京
社
保
協
が
、
全
都
で
く
ら
し
と
い
の
ち
を
守
る
た
め
の
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
た
た
か
っ

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
自
公
政
権
は
、
危
機
突
破
内
閣
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
実
際
は
危
機
突
入
内
閣
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
安
倍
首
相
の
所
信
表
明
を
聞
い
て

も
、
安
倍
内
閣
は
危
機
打
開
策
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
今
の
危
機
を
作
っ
た
の
が
自

民
党
政
権
だ
っ
た
か
ら
で
、
反
省
し
な
い
以
上
打
開
策
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
今
の
危
機
を
打
開

す
る
に
は
、
ま
ず
は
消
費
税
の
増
税
を
中
止
し
賃
金
を
引
き
上
げ
、
雇
用
を
作
り
だ
す
こ
と
で

す
。
社
会
保
障
打
開
の
た
た
か
い
は
ま
っ
た
な
し
で
す
。
参
議
院
選
挙
を
待
つ
の

で
は
な
く
今
か
ら
た
た
か
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
憲
法
25
条
を
守
り
発
展
さ
せ
る

こ
と
は
社
保
協
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
生
存
権
を
守
る
り
抜
く
た
め
に
と
も
に

た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

東
京
社
保
協
が
、
住
民
の
実
態
を
粘
り
強
く
把
握
し
て
運

動
に
つ
な
げ
、
大
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
だ
、
知
事
選
後
の

議
会
は
開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
新
年
度
予
算
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
見
る
と
、

31
％
が
幹
線
道
路
や
東
京
港
な
港
湾
関
係
な
ど
の
費
用
で
、
高
齢
者
対
策
は
3
％
、
少
子
化
対

策
2.4
％
に
な
っ
て
お
り
、
石
原
都
政
よ
り
低
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
都
民
の

く
ら
し
が
大
変
に
な
っ
て
い
る
現
在
、
12
兆
円
を
超
え
る
予
算
を
、
都
民
の
く
ら

し
と
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
使
わ
せ
る
た
め
に
、
今
年
も
全
力
を
あ
げ
て
い

き
ま
す
。

安
倍
政
権
が
誕
生
し
、
益
々
出
番
と
い
う
か
正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
内
閣
は
、
軍
事
大

家
国
化
・
構
造
改
革
路
線
を
推
し
進
め
、
そ
の
第
１
弾
と
し
て
生
活
保
護
基
準
の

切
り
下
げ
に
着
手
し
ま
し
た
。
中
央
社
保
協
は
、
憲
法
違
反
の
「
改
革
推
進
法
」

を
廃
止
し
ろ
の
署
名
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
各
分
野

か
ら
多
彩
な
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
し
ょ
う

相
野
谷
安
孝

中
央
社
保
協
事
務
局
長

小
池
晃

日
本
共
産
党
政
策
委
員
長

大
山

と
も
子

都
議
会
議
員

あいさつする松丸副会長

あいさつする竹崎会長



2013年2月1日・3月1日合併号 東京社保協ニュース ＮＯ．２３４

3

討
論
で
は
、
東
京
保
険
医

協
会
、
年
金
者
組
合
、
福
祉

保
育
労
、
東
京
医
労
連
、
東

京
公
害
患
者
と
家
族
の
会
、

都
老
協
、
都
生
連
の
７
団

体
、
文
京
、
西
多
摩
、
板

橋
、
練
馬
、
渋
谷
の
５
地
域

社
保
協
か
ら
発
言
が
あ
り
、

２
０
１
２
年
度
活
動
報
告
と

２
０
１
３
年
度
活
動
方
針
を

深
め
る
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
討
論
の
ま
と
め
に
立
っ

た
前
沢
事
務
局
長
は
、
総
会

で
の
討
論
を
通
じ
て
、
生
ま

れ
た
時
か
ら
予
防
接
種
で
格

差
が
持
ち
込
ま
れ
る
（
保
険

医
協
会
）
、
低
年
金
高
齢
者

の
尊
厳
が
失
わ
れ
て
き
て
い

る
（
年
金
者
組
合
）
な
ど
な

ど
、
地
域
で
の
深
刻
な
実

態
、
貧
困
の
広
が
り
が
ま
す

ま
す
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
。
そ
し
て
、
社

保
協
の
た
た
か
う

課
題
が
山
積
し
て

い
る
こ
と
が
共
有

で
き
た
こ
と
。
そ

し
て
、
地
域
社
保

協
が
中
心
に
な
っ
て
粘
り
強

く
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
。
し
か
し
、
私
た
ち

の
要
求
実
現
の
た
め
に
、
権

利
と
し
て
の
社
会
保
障
の
立

場
を
し
っ
か
り
と
学
ん
で
実

践
し
て
行
こ
う
と
ま
と
め
ま

し
た
。

最
後
に
、
２
０
１
２
年
度

活
動
報
告
、
２
０
１
３
年
度

方
針
、
決
算
・
予
算
、
２
０

１
３
年
度
役
員
の
選
出
と

「
総
会
ア
ピ
ー
ル
」
を
採
択

し
、
福
井
典
子
副
会
長
の
あ

い
さ
つ
で
閉
会
し
ま
し
た
。

東京社会保障推進協議会

第４３回総会によせて

第43回定期総会の開催、おめでとうござ

います。

石原前都知事の唐突な都政の投げ出しに

より、猪瀬氏が新都知事になり、2013年度

予算原案が発表されました。福祉と保健が

初めて1兆円を超えたことがマスコミ等で大

きく報道されましたが、高齢化に伴う自然

増が多く、細かいところまで目がいきとど

いているとは言えません。

こういう都政の現状を変えるには、大き

な市民運動の力が必要です。東京社会保障

推進協議会の総会がその大きな契機になる

ことを願っています。

当日は先約がありお伺いできませんが、

皆様のお気持ちが生かされる都政を、一緒

につくっていきましょう。

東京都議会議員 自治市民‘93

代表 福士敬子(ふくしよしこ)

都議会生活者ネットワーク・みらい
西崎光子

東京社会保障推進協議会第43回総会の開催を、

心からお喜び申し上げます。

年末の総選挙・都知事選挙後、新政権・新都知

事は猛烈な勢いで政策を回転し始めました。デフレ

脱却の名のもとに、金融緩和と公共事業の大盤振

る舞いは、一時的には不安から国民の目をそらせ

ることになっていますが、膨大な借金財政が将来世

代に重い負担となるのもそう先のことではありません。

経済優先で安易に原発再稼働に舵を切ろうとする

政財界に対し、放射能汚染によって故郷を離れ、

家族がバラバラに暮らす被災地の人々と思いを一

にして、エネルギー政策の転換と安心・安全なまち

づくりをすすめていかなくてはなりません。

東京においても、4人に一人が高齢者という超高

齢社会を目前に、医療や福祉を充実し、若者や働

く人々が活気と取り戻す政策を進めていきたいと思

います。

皆様の活動がますます発展されますよう、併せて

皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げます。



特
別
区
長
会
は
、

２
月
15
日
に
２
０
１

３
年
度
の
国
保
料
に

つ
い
て
、
均
等
割
を

１
２
０
０
円
引
き
上

げ
、
所
得
割
を
０
・

15
％
引
き
下
げ
た
上

で
、
「
経
過
措
置
」

を
打
ち
切
り
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
だ
け

を
対
象
と
し
た
軽
減

策
を
２
年
間
に
限
っ

て
実
施
す
る
案
を
確

認
し
ま
し
た
。

こ
の
案
を
受
け
て
、

各
区
で
国
保
運
営
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
３
月
議
会
で
条
例
改

正
が
行
わ
れ
ま
す
。
均
等
割
を

引
き
上
げ
る
た
め
、
法
定
軽
減

世
帯
も
含
め
て
、
低
所
得
世
帯

と
多
人
数
世
帯
が
主
に
負
担
増

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
「
経
過

措
置
」
が
廃
止

さ
れ
れ
ば
約
35

万
世
帯
（
国
保

加
入
世
帯
の
約

20

％
）
が
影
響

を
受
け
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

低
所
得
層
を

直
撃
す
る
値
上

げ
は
、
滞
納
の

増
加
と
受
診
手

控
え
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
に
な

り
、
都
民
の
健

康
と
命
を
脅
か

す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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▽国会行動と院内集会の予定

①3月の国会行動予定

3月27日（水）13時30分～

＊衆議院第1議員会館大会議室

②4月には東京独自の国会行動を予定

会 長 竹 崎 三 立 再 東京保険医協会
副 会 長 松 本 秀 典 再 東京地評

〃 南 條 芳 久 再 東京民医連
〃 松 丸 一 雄 再 東京土建
〃 堀 口 和 男 再 年金者組合都本部
〃 高 柳 京 子 再 東京自治労連
〃 福 井 典 子 再 渋谷社保協

事 務 局 長 寺 川 慎 二 新 東京土建
事 務 局 次 長 相 川 和 義 再 東京民医連

〃 塚 本 晴 彦 再 東京地評
〃 前 沢 淑 子 新 東京民医連

常 任 幹 事 木 村 徳 秀 再 東京保険医協会 深 沢 英 一 再 東京歯科保険医協会
〃 西 銘 秀 実 再 東京医労連 金 沢 輝 秋 再 年金者組合都本部
〃 斎 藤 学 再 東商連 杉 山 美恵子 再 東京自治労連
〃 植 松 隆 行 再 東京国公 國 米 秀 明 再 福祉保育労東京地本
〃 北 川 誠太郎 再 東京土建 小 嶋 博 之 再 東京民医連
〃 佐 田 光三郎 再 障都連 酒 井 つる子 再 新婦人都本部
〃 秦 一 也 再 都生連 坂 本 光 治 再 都老協
〃 岸 田 久 恵 再 都教組 西 川 勉 再 板橋社保協
〃 吉 野 五 郎 再 葛飾社保協 岡 本 卓 郎 再 西東京社保協
〃 森 松 伸 冶 新 北区社保協 （ ） 地域社保協

会 計 監 査 渡 辺 吉 明 再 東京歯科保険医協会 牧 英 明 再 全労済東京

国会行動
日程：３月１０日（日）

時間：１１：００～１２：３０

会場：日比谷公園草地広場（予定）

☆集会終了後、首都圏反原発連合の

「原発ゼロ大行動」が開催されます。

会場：日比谷野外音楽堂

集会：１３：００～

デモ：１４：００～

＊抗議行動（１７：００～）

⇒東電前に集中します

震災復興と原発ゼロの実現めざす

３.１０東京集会


